
実際に働く研究員との交流や体験をとおして、環境創造セン
ターの取組に触れていただきました。参加者の方からは「環境
創造センターでどのような研究を行っているのかわかった」
「盛りだくさんの内容が学べてよかった」などのコメントを
いただきました。

開催報告 開催予告

普段は入ることができない
環境創造センターの施設を大公開！

令和4年10月16日（日）
9:00～17:00
福島県環境創造センター

開催日時

会　　場
「ナラティブ」は聞き手に想いを伝える話術、特に一人ひとり
が主体となって語る表現技術を指す言葉です。本イベントで
は、福島県にゆかりのある高校生たちがステージに立ち、
3.11 からこれまでの経験をもとに「自分のいまの念 ( おも )
い」を語ります。

令和5年1月7日（土）
12:30～17:00
けんしん郡山文化センター

開催日時

会　　場

事前申込

122022.12.15

&サイエンストークを&サイエンストークを開催しました！開催しました！

令和４年12月26日（月）正午まで
詳しくはホームページから

　多くのお客様にご来館いただき、神田産業株式会社の「だんぼっち」組立体験や余剰野菜でのクレヨン
作りなど様々なワークショップを行いました！
　また、環境創造センターで行っている研究について、研究員がお話するコミュタンサイエンストークを開
催しました！各イベントに参加した子どもたちは「楽しかった！」と満足していただいたようです。

　リニューアルオープン日については改めてお知らせしますので、お楽しみに！
　なお、展示更新期間中は、館外活動として学校等団体向けの出前講座、イベ
ント等へのブース出展、サイエンスショーなどのメニューを御用意しています。
　放射線、再生可能エネルギー、SDGsなど、様々なコンテンツを、対象年
齢に合わせて柔軟に対応しますので、御気軽にコミュタン福島までお問い
合わせください。

９月２４日（土）にコミュタンフェスティバルを開催しました！９月２４日（土）にコミュタンフェスティバルを開催しました！

コミュタン
フェスティバル
コミュタン

フェスティバル

コミュタン
サイエンストーク
コミュタン

サイエンストーク

コミュタン福島展示室の更新工事のため、令和４年１１月15日～
令和５年３月中旬まで展示室を閉鎖します。

コミュタン福島の展示室を令和５年３月中旬にリニューアルオープンします！コミュタン福島の展示室を令和５年３月中旬にリニューアルオープンします！
館外活動実施期間

お問い合せ先 

令和４年11月15日（火）
 ～ 令和５年３月17日（金）

TEL.0247-61-5721



研究紹介
環境創造センターでは、福島県の環境回復・創造に向けて、「放射線計測」、「除染・廃棄物」、
「環境動態」、「環境創造」の4つの部門に分かれて、日々研究を行っています。
今回は環境創造部門のうち、気候変動適応に関する研究について紹介します。

住所：福島県田村郡三春町深作10番２号（田村西部工業団地内） 電話：0247－61－6128 FAX：0247－61－6119
ホームページ： https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/298/福島県HP 福島県環境創造センター https://www.fukushima-kankyosozo.jp/発  行 福島県環境創造センター (企画課）

○開館時間　9：00～17：00（ただし、展示室休止中）
○休館日　毎週月曜（月曜が祝日の場合、翌平日）・12月29日～1月3日

TEL.0247－61－5721　FAX.0247－61－5727

ホームページ　https://com-fukushima.jp/

入場無料

田村西部工業団地内、ドームが目印です。
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福島県環境創造センター コミュタン福島

アクセス
MAP、」信発・集収報情「、」究研査調「、」グンリタニモ「たけ向に造創・復回境環の県島福

「教育・研修・交流」の業務を行っています。環境創造センターホームページより、
県内市町村の空間線量、大気環境等のモニタリング情報を御覧いただけます。

福島県環境創造センター交流棟「コミュタン福島」

福島県環境創造センター

車をご利用の場合 磐越自動車道船引三春ICより約5分
電車をご利用の場合 JR磐越東線三春駅より車で約12分

三春駅～環境創造センター（コミュタン福島）へ
年末年始（12月31日～1月3日）を除き毎日（1日4便）運行

三春町町営バスをご利用の場合
（コミュタン福島をご利用の方はバス料金無料）

という放射線を出します。この放射線を大量に

　近年、気温の上昇や大雨の発生数増加といった気候変動によると考えられる影響が全国で生じています。そのため、気候変
動の影響による被害を回避・軽減するための対策である「適応策」が必要とされています。
　適応策の推進に向けて、環境創造センターではその効果を可視化する研究等に、令和４年度から新たに取り組んでいます。

農林水産業
・果樹の品質低下 など
自然生態系
・イノシシの生息域拡大 など
健康
・熱中症患者の増加 など
産業、経済活動
・自然災害による企業の生産力
 低下 など
国民生活、都市生活
・自然災害による停電 など

（一部を例として記載）気候変動による影響

気候変動への適応策に関する研究

台風による水害 ダムの貯水が枯渇

気候変動による被害等について評価手法の高度化  
（経済活動の停滞等の間接被害を含めた評価手法
の検討）
経済モデルを用いたシミュレーションにより、適応策
の効果を可視化（自然災害等による経済的な被害を
どの程度軽減することができるのか推定）

・

・

適応策の効果可視化（イメージ図）

費用

適応策
なし

適応策
あり

総被害額

総被害額

適応策の効果
＝(総被害額の差）
   －（適応策の費用)

自然災害・水資源 その他の分野事例

取り組む研究

適応策  例：自然災害に備えた防災・減災対策の推進等

     出典 ： 福島県 地球温暖化対策推進計画
　　　(令和3年12月)

出典 ： 内閣官房水循環政策本部事務局
         平成30年版水循環白書（平成30年6月）


